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この資料は、新学習指導要領（平成３０年３月告示）解説（同年７月）から、「新聞」

「報道」「論説」「ニュース」などの記述を抜き出したものです。「新聞」以外の語句に

ついては、新聞との関連性を勘案して抽出しています。 

 

【数学科】 

 

第２章 各科目 

第５節 数学Ｂ 

３ 内容と内容の取扱い 

 (2) 統計的な推測  

(2) 統計的な推測 

統計的な推測について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

(ｱ) 標本調査の考え方について理解を深めること。  

(ｲ) 確率変数と確率分布について理解すること。  

(ｳ) 二項分布と正規分布の性質や特徴について理解すること。  

(ｴ) 正規分布を用いた区間推定及び仮説検定の方法を理解すること。  

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。  

(ｱ) 確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，分散，標準偏差などを用いて考察

すること。 

(ｲ) 目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータなどの情報

機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測し判断するとともに，

標本調査の方法や結果を批判的に考察すること。  

［用語・記号］信頼区間，有意水準 

（略）ここでは，「数学Ｉ」で，具体的な事象において，実験などを通して仮説検定の考

え方を取り扱っていることを踏まえながら，確率の理論を統計に応用し，正規分布を用い

た区間推定と仮説検定の方法を理解できるようにする。さらにそれらを通して，母集団の

特徴や傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養

う。（略） 

目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータなどの情報機器を用

いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を推測し判断するとともに，標本調査の方法

や結果を批判的に考察すること（イ（ｲ）） 

目的に応じて必要となる標本の大きさを，正規分布を用いた区間推定の方法をもとに計

算して標本調査を設計したり，正規分布をなす母集団の平均値を検定したり，新聞やイン
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ターネットなどから得られた標本調査の方法や結果について，仮説検定の考え方に基づい

て批判的に考察したりできるようにすることが大切である。また，生徒の特性等に応じて，

情報科と連携していろいろな場面で検定を取り扱い，検定の有用性の理解を深めることも

考えられる。 

このような学習を通して，統計的な推測の意味やよさを理解できるようにし，日常の事

象や社会の事象の考察に数学を活用しようとする態度を養うようにする。 

 

 

以  上 

 


